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公衆衛生委員会では、月に１回程度外部委員より公衆衛生等につい
て有益な情報を提供いただいております。情報について、協会職員の
皆さまにもお役立ていただける内容が多くあると考え、共有させてい
ただきます。ぜひお読みください。
よろしくお願いいたします。

今回は、昨年１１月と今年１月の公衆衛生委員会でご発表いただい
た外部委員の先生方からの情報をご紹介いたします。

ご発表いただいた先生方

尾島俊之先生（浜松医科大学健康社会医学講座 教授）
藤内修二先生（大分県福祉保健部 理事兼審議監）



尾島俊之先生

浜松医科大学健康社会医学講座教授

「災害対応の最近の体制」をテーマに、DHEAT・保健医療福
祉調整本部等についての情報提供をいただきました。

・東日本大震災を契機に発足
当時の経験から公衆衛生版
DMATが必要となる

↓
尾身茂先生を代表とした
災害支援パブリックヘルス
フォーラムが立ち上がった

・その後、本格的な立ち上げに進み、制度の検討を続け、平成３０年
３月に災害時健康健康危機管理支援チーム活動要領が厚労省から発
出された. その年の夏、西日本豪雨が発生しDHEAT 実用運用第１号
となり、長崎県の医師が岡山県に出動した

・その他にも好事例として、２０１９年の佐賀県での水害で熊本県や
大分県の医師が支援に行く等の活動がある

・DHEATは情報収集をして分析評価し、指揮調整をする活動を被災地
の公衆衛生関係の方々と一緒に支援者が行う制度として動いている

・全国、地方単位で色々な研修が行われていたが、令和５年度は基礎
編研修、標準編研修と初めて統括DHEAT研修が予定されている
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』



・２０１６年に起きた熊本地震で
検証が行われ、保健医療につい
て情報共有ができずバラバラ、
重複、類似した活動が行われて
いる問題があり、平成２９年に
厚労省より保健医療調整本部設
置の通知が出された

・その後、災害派遣福祉チーム
（DWAT）が制度化されたことも
あり、福祉も一体的に検討した
方がよいことから、保健医療福
祉調整本部として立ち上げる通
知に改正された

保健医療福祉調整本部設置の経緯

・小冊子「保健医療福祉
調整本部等におけるマ
ネジメントの進め方
２０２２（暫定版）」
で、災害対応時には
（CSCA）指揮・調整、安
全の確保、情報交換・
共有、評価が大事で、
要素について検討し、
本部が上手くいくよう
にと提言している

『

』

・目的を確認し戦略を考え、情報収集し状況認識をして、意思決定
をして実施するループ（OODA loop）を回すことが大事



藤内修二先生

・健康的な生活
習慣の実践は
容易でない

・いかに地域や
職場で一緒に
取り組むかが
重要

健康を
支援する
環境づくり
４つの
ポイント

大分県で９年
前にスタート

大きな成果が
出ている

プロジェクトの

多様な展開

・いつでも、ど
こでも取り組
むことが可能
な環境

・健康づくりは
取り組みやす
さが大切

みそ・しょうゆを
ケチャップにして
美味しく健康に

大分県福祉保健部理事兼審議監

「ヘルスプロモーションの実践における病院への期待」を
テーマに、健康を支援する環境づくりを主眼として情報提供
をいただきました。



既存のうす味配食サービスから
美味しい配食サービスへ

確実な減塩で人工透析回避の
患者さんも多数

・人集めが大変な健康
イベントも、もとも
と人が集まる商業施
設で開催する
たくさんの人が興

味を持って参加され
る

・企業と協働した健康
への取り組み
互いに大きなメリ

ットにつながる

・多くの企業が健康的
な環境づくりへの取
り組みを実施

・アイデア次第で色々
な企業との多様な健
康への効果的な取り
組みが可能

住民は健康に、企業
は業績アップになる

地域住民や患者への
病院による健康的な

環境づくり
５つのポイント

環境づくりに向けて
医療に携わる多くの
専門職種が一緒に
取り組み、知恵を持ち
寄ることが有効


